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写真左

岡成池と逆さ大山
「山陰中央新報」令和 3年 1月 21日 付け

写真右
マナツル飛来・隠岐の島町五箇
「山陰中央新報」令和 3年 1月 20日 付け

令和 2年度機左会島視県鶴会中止について 校友会島根県支部長 坂本育穂

令和 3年が早くも弥生の候を迎えましたが、校友諸氏にはご健勝のことと思います。本
会に対して旧年中も格別のご支援・ご協力を頂き感謝に堪えません。なにとぞ本年も変わ
らずよろしくお願いします。              豆

さて、大変遅くなって恐縮ながら新年のご挨拶と共に新年号をお送りします。表記のよ

益盤務桃鍮饂梶路亀瀧  榊 捧裂 ;繁鸞好!｀

島根県は幸いにしてヨロナ禍日外にあるようですが、油断は許されず、なお注意が必要
と思います。完全収束を目指して各自一層ご自愛に努められるようお願いします。

令和2年度機境会■ t年頓1.500円)出入の機茂ご芳名 脩和3年 3月 1■■在)

井上 町 (H27受)岩 腎 率夫 tS6げ法)河 野 韓男 (S57簡) 河津和移
tHll熔発)酒 井 貫三 (H07商)澤 田寿子 (S47商)堀呑 育穏 tS47受 )

下山 司 (H01/激)日 爾 男(S5γ濫)湾尻行毎 tS5げ受)

■久和田史 (H2げ受) 田職正明 tHlげ簡) 宮宵 慎治 tS47商〕
村 .L ttR (HO朝臣 )                      (88E・ 五十日日)

ATM、で納入くだされば事務局は 51円多く頂けます。
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機左のい電
角  利雄

藤井 士郎

浜松 孝雄

澤田 寿子

心からご冥福をお祈 りいだレます。  幹称 略     )
S33/経 90才 令和 2年 (20ゝ、1月 ご逝去 (出雲市園町 722)

S35/文 87才 令和 2年 (29)5月 ご逝去 (大田市久名町波根面)i

S35/文 91才 令和 3年 (21)2月 ご逝去 (江津市都野津 )

S45/商 75才 令和 2年
符99)Ⅲ

12f→W六
ド館

来市東赤江町)

7月

(復刻版)

ユ材☆友

辞誌

なおi身

7月 26日
る旦母    が要詠基援県雰賢た倉雪「軽醤輩乳t静払薇篠督暑ぞ富冥館よと済憲タ

デモがあ
7月 29日  卒論指導を初めて受ける。もつと早くから受けてテーマ選定をやつておくべきだうた。卒論

の為にまた卒業延期になりそ う。              (          1
8月 3日 ～ 4日 昨日まで毎日5時半頃まで商業実習で珠算を鍛えられた。でもそれも終わり今 日はスカッ

とした気持ちで北海道学友会主催の伊豆半島一周旅行に参力略 素晴らしい山と海岸線にとつても

満足。東京の混雑の中で忘れかけていた自然の美 しさに接 し、心洗われる思い。この旅行で新 し

い友を得、くじけかけていた勉強にファイ トが沸く。今や と人ではない。同じ悩みをもち、同じ

目標をもつている人達がいるんだ。レクリエーションに参力日したとたんに元気になつた私である。

良き友、ょき競争相手を得るいいチャンスだ。 レクチ:ニーシヨンには大いに参加するべきと強

く感ずる。 ラ糸

5日 ～ 10日  東京学友会総務部の役員を引き受け、通教部祭の準備に毎晩遅くまでかかる。でも、学

友会室はいつも活気に溢れ講義の疲れも吹っ飛んでしまう。この部屋に顔を出すのが毎日の楽 し

みの一つとなってしまつた。自ら進んで行事に参加 し、活動 していくことは張 り合いのあること

だ。通信教育の欠点である孤独な勉強というものがこの場では見事に解消されてしまっている。

11日 ～ 13日  スクーリングで知 り合つた友 3名 と上高地人行く。雄大な山並み澄み切めた空………。

上京の機会を捉えて東京周辺を歩き回ることもいいのでは。

16日 ～ 17日  毎日毎日暑い。この暑さから逃避 して奥多磨川井キャンプ場にてテン トを張る。学校職

員 3名 を交え、20名の大世帯。 (以下略)

27日
r最

後の試験も終わりいよいよ閉校式。通信ビルの前は別れを借しむ人達でごつた返す。今度

何時また会えるやら。スクー )ング 1日 目は 1人だつた私もこの日には沢山め友と別れを惜 しむ。
「ガンバッテね」「元気でやろうね」「来年また会いま しょう」一言ィ言に'や らねば"と フアイ

トが沸く。来年も来よう1で も残念、私にはもう来年はないのだ。

後輩の皆さん、これが私の今年のスクーリングでした。スクーリング

参加の目的として講義を時間いっぱい受講 し、単位を沢山取 り、レポー ト

墨言蕪 縄 暴 誤 歓ず 毛

｀

就 !注平 物 理 叫 勢 子ケ掌

活動、学友会活動への参カロ等により、より多くの人々と知 り合い、精神的

に満たされるものが得 られると思います。

ただ講義を受けるだけでなく、師との、友との交流を持つことこそスク

ー リングの最も大きな意義ではないでしょうか。私はこのスクー リング

で知 り合った人々から何物にも替えがたい素晴らしいものを得たと信 じ

ていますも どうぞ途中でくじけることなく、最後の卒業証書を手にする

までお互いに万難を排 しがんばりましょう。

8月

8月

8月

8月

<概浸がんばる>

しまねの こだわリセット
2-3人前
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二つのほ□ い格受)幅 呑育ヨ
我が家の仏壇の引き出しには祖父の軍隊手帳と父 (何れも故人)の戦友から送られて

来た若千の戦地記録が今でも存在する。祖父が出征した日露戦争が終わつて 115年、父

が戦つた太平洋戦争が終わつて 75年だ。2人が格別の貢献をした訳でもなく、国民の義

務を果たしたに過ぎないかも知れない。しかし、祖父が亡くなって 54年、父が亡くなつ

て 74年、私自身も傘寿を迎える段になつて、件の記録が私と共に忘却の彼方に捨てられ

ると思うと空しい。私の人生の最終章の埋め草の一つにでもなろうか。

1.戦記一

祖父の軍隊手帳は手の平大の黒つぽい布表紙で、古くなつて薄汚れた金文字で「軍隊手

牒」とあり凡そ 50ページに「勅諭」「讀法」「軍隊手牒二係ル心得」が活字印刷で、続い

て本人の身分が毛筆で曰く「(所管)第五師団 (部隊琥)第十七補助輸卒隊 (兵科)描重

輸卒 (本貫族籍)島根県平民 渡邊順市 島根県簸川郡高松村大手白枝五十五番屋敷」

となつているが、「出戦務」欄は、「明治二十八年四月二十日補充ノ為広島湾要曇砲兵大

隊二応召入隊」とある。資料に依れば当時広島湾内に防備の為 15基近くの要塞があつた。

明治 17(1884)年生まれの平民渡逸順市は、簸川郡高松村大手白枝 (現出雲市白枝町)か
ら広島の第 5師団に応召入隊した。私が子供の頃広島の軍隊へ頓原を越えて歩いた、と

聞いたことがある。どんな経路を取つたのか詳どかではない。当時の日本陸軍の編成は

が拾唇弓嬬澪騒患策笙抽  濯    罫染督
港出航」した。この時点で第 17補助輸卒隊職重輸卒になつたと思われる。「職重輸卒が

兵隊ならば喋々トンボも鳥の内」とザレ歌でからか         一ヽ段低い「卒」
の身分だった。これも祖父から聞いた話の断片に          んに可愛がられ

た」という。後に、松江の坂本家に入り婿して魚屋を助ける事になる下地があつたのか

も知れないが、入り婿云々の経緯は不明だ。同年 5月 清国(現中国)大連湾着。以後、安

東県 (大連に近く、朝鮮国境近くの小港か)、 OO城本隊の兵靖部、永陵兵靖部に配属、6

月王家大堡、8月 18日 「病二依り王家大堡患者療養所入所 」、9月 6日 「治癒二依り」

退院。11月 奉天 (現溶陽)人○着。「致勤」欄に「明治二十八年

人月十八日ヨリ九月六日二至ル二十日間病ニヨリ入院ノ為メ欠

勤」とあり、「軍隊手牒」欄は「明治二十八年八月第二旬分迄給

料及増給装支絵遼_隻五師間集士七補助輸卒腕 で終わつている。

何の病気で 20日 間入院したのか聞いたことは無い。8月 20日 ま

での給料支給と昇給があつたのだろうか。大陸では 5月 の安東県

から始まって 11月 の奉天までの凡そ 6ヶ 月が服務期間と見られ

る。帰国した年次は記載が無く全く不明だ。 明治 37～ 38年の日露戦争は日本軍 25:方ヽ
ロシア軍 31万動員の下に戦われたが、所謂天下分け目の奉天会戦が日本軍勝利とならて

明治 38(1905)3月 1日 戦闘は終結、同年 9月 5日 の日露講和条約をもつて日露戦争は

終了した。従つて、応召してから凡そ半年余りの期間は、前線に投入して危険な身に聴
される事も無く、無事日本に帰国出来たようである。輸送等後方支援が主たる1仕事の「輸
重輸卒」の身分が幸いしたかも知れない。明治 17(1884)年生まれの順市は時に 21才だ
つた。なお地名について、当時は清国なので正確な地名は不明である。
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2.戦記二                 ｀    F.       1
「3月 24日 父須藤 暢が 98才で永眠いたしましたにつき新年のご挨拶をご遠慮申し

上げます。」という娘さんと思われる方からの挨拶状を受け取つたのはもう 2年前の 12

月である。須藤氏は元日本海軍第 12魚雷艇隊主計長で父の上司に当たる人である。以前

から知悉していた方では無く昭和 40年代後半、戦友会の通知を受け取つたのが切つ掛け

で、数度の手紙のやりとりの中で分かつたことである。現在手元に残つている手紙と資

料の類いは須藤氏、増野善明氏、事務局の伊藤忠記 3氏のもの。増野氏も234名 の 12魚

雷艇隊員の一員だそうだが、父とは作戦行動が異なっており特に面識は無かったという。

便せん 8枚に海軍生活の綿密な記録を送つて下さり、手紙の内容と残された写真から判

断すると、父邦雄は昭和 9(1934)年徴兵によりヽ海軍入隊、同年駆逐艦綾波 (1.680t)、 同

吹雪 (同)に主計科員として配乗、この間台湾、韓国に訓練航海。昭和 15(1940)年 (私

が誕生)3月 より 16年 4月 頃まで海南島三亜 16防備隊に配属、以下今度は須藤氏の手

紙と手記によると、昭和 19(1944)年 6月 呉軍港を輸送船によリフイリピンマニラ、ハ

ルマヘラ島カウイ、ダバオ経由水言艇に分乗、セブ島へ第 12魚雷艇隊基地隊主計科分隊

員 として帰着。水雷艇は、爆

で、近海への米軍侵攻の都度、

無 く、水言艇隊も海軍部隊共

米軍上陸に備 えたが、この頃

薬 も殆 ど断絶。20年 3月 米軍

雷と機銃を搭載 した 24ト ンの小控

出動して米軍艦船 と抗戦したが成果

にセブ島山岳地帯に陣地 を構築 して

すでに同島は孤絶、糧食及び武器弾

セブ上陸が始 まる と、 日の丸陣地で

抗戦したが遂に放棄して山岳地帯に撤退した。「閣夜の為一尺先も判らぬ情況の中、小生

ど客菅遷途督彊2垂謹乳雀℃島。7鉛  (香歩壁告:軍密Pr亨抄石整云編享累た罫磐
し、夜明けと共に坂本兵曹、寺田上等主計 (父の部下という)を探しましたが遂に発見で

きず、分隊員は小生以下 2名 の計 5名 となり、以後セブ山中では坂本兵曹とは別行動に

なりました」とのことだ古山脈 (1,000m位 )が、島を南北に縦断していたが、北端近い

山中渓谷で寺田上主その他多数が戦死した。弾薬も糧食もつき、栄養失調とマラリアに

よる高熱に喘ぎながら、夜間の山中を逃避する過酷さ悲惨さ、そんな兵員中の 1人に、

父もいたと思うと涙を禁じ得ない。実に魚雷艇隊71%が戦死者という。戦争終結後、須

藤氏及び父はセブ島、レイテ島米軍収容所で再会、「マラリアの訳か少し弱つている様子」

だつた。父は、須藤氏に先立って昭和 20(1945)年 11月 、復員したので 2人の再会は

これが最後となつた。翌昭和 21(1941)年 7月 、マラリヤが再発した父は自宅で亡くな

つた。時に父邦雄は、大正 2(1913)年生まれの 28才、私は 5才だつた。「真面目な努

5名 の面倒を良く見ておりました」という手紙、酒が好きだつたという家人

の話等から父の人柄が少しは思い計れるものの、幼年の私には、

父と言葉を交わした記憶も余 り無い。230万人と言われる日本

軍戦死戦没者の中で、内地帰還を果たし、短期間ながらも家族

に囲まれて生活できた父は幸せだつたと言わざるを得ない。周

囲にマクタン島、バンタヤン島等々の小島に囲まれているセプ

島は面積 4422面、南北 225kmの 細長い島で、人口約 300万人、州都セブ市は人口72万

人、現在、表面的には戦火の傷跡も目立たず、り ―`卜地帯になつている処もあるようだ。
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